
西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り 

 
 
 

 
 

 
 

第
七
十
三
号 

平
成
二
八
年 

九
月
一
日
発
行    

    

●●●●
今
月
今
月
今
月
今
月
の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば
●●●● 

今
回
は
道
綽
禅
師
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

道
綽
禅
師
は
曇
鸞
大
師
に
お
く
れ
る
こ
と
一
世
紀
、
道
綽
禅
師
も
や
は
り
中
国
北
部
に

お
生
ま
れ
に
な
り
、
十
四
歳
で
出
家
さ
れ
最
初
は
涅
槃
宗
の
学
僧
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
四
十
九
歳
の
時
、
曇
鸞
大
師
の
住
寺
に
移
り
住
み
、
大
師
の
碑
文
を
読
ん
で
感
激
し
、

念
仏
行
者
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
著
書
に
『
安
楽
集
』
二
巻
が
あ
り
、
そ
の
中
で
仏
教
全
体

を
聖
道
門
と
浄
土
門
の
二
種
に
分
類
し
て
お
ら
れ
、
末
法
思
想
に
心
酔
さ
れ
た
禅
師
は
自

力
の
修
行
に
よ
っ
て
こ
の
世
で
さ
と
り
を
開
く
聖
道
門
は
適
当
せ
ず
、
浄
土
に
往
生
し
て

仏
と
な
る
教
え
で
あ
る
浄
土
門
こ
そ
唯
一
の
道
だ
と
述
べ
ら
れ
、
人
は
他
力
往
生
の
道
を

歩
む
べ
き
だ
と
お
教
え
に
な
り
ま
し
た
。 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

道
綽
決
聖
道
難
証
・
・
道
綽
禅
師
は
聖
者
の
自
力
修
行
の
教
え
で
は
証
（
さ
と
）
り
難
い

と
決
め
ら
れ
て 

唯
明
浄
土
可
通
入
・
・
た
だ
往
生
浄
土
の
教
え
こ
そ
が
仏
さ
ま
の
さ
と
り
を
得
る
道
で
あ

る
と
明
ら
か
に
さ
れ
た 

万
善
自
力
貶
勤
修

万
善
自
力
貶
勤
修

万
善
自
力
貶
勤
修

万
善
自
力
貶
勤
修
・
・
そ
し
て
多
く
の
万
善
（
善
根
）
を
積
む
自
力
修
行
を
退
け
ら
れ
て 

円
満
徳
号
勧
専
称

円
満
徳
号
勧
専
称

円
満
徳
号
勧
専
称

円
満
徳
号
勧
専
称
・
・
功
徳
を
円
満
に
も
っ
て
い
る
名
号
（
円
満
功
徳
）
を
称
え
る
こ
と

を
勧
め
ら
れ
た 

三
不
三
信
誨
慇
勤
・
・
「
三
不
信

三
不
信

三
不
信

三
不
信
とととと
三
信
三
信
三
信
三
信
」
の
教
え
を
ね
ん
ご
ろ
に
示
し 

像
末
法
滅
同
悲
引
・
・
正
法
正
法
正
法
正
法
・・・・
像
法
像
法
像
法
像
法
・・・・
末
法
末
法
末
法
末
法
・・・・
法
滅
法
滅
法
滅
法
滅
の
ど
の
時
代
で
も
平
等
に
救
う
法
を

明
ら
か
に
さ
れ 

一
生
造
悪
値
弘
誓

一
生
造
悪
値
弘
誓

一
生
造
悪
値
弘
誓

一
生
造
悪
値
弘
誓
・
・
一
生
涯
、
悪
を
造
り
続
け
て
も
本
願
を
信
じ
れ
ば 

至
安
養
界
証
妙
果
・
・
阿
弥
陀
如
来
の
お
浄
土
（
安
養
界
）
に
往
生
し
て
、
仏
の
さ
と
り

を
開
く
と
い
わ
れ
た 

（
法
蔵
館
正
信
偈
も
の
知
り
帳
・
レ
ッ
ツ
正
信
偈
参
考
） 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

【
解 

説
】    

●●●●
万
善
自
力
貶
勤
修

万
善
自
力
貶
勤
修

万
善
自
力
貶
勤
修

万
善
自
力
貶
勤
修
・
・「
万
善
の
自
力
」
と
は
、
念
仏
以
外
の
自
力
で
行
ず
る
諸
善
万
行

の
こ
と
で
、
聖
道
門
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
な
の
で
、
末
法
時
代
で
は
相
応
で
き
な
い
か

ら
退
け
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。    

●●●●
円
満
徳
号
勧
専
称

円
満
徳
号
勧
専
称

円
満
徳
号
勧
専
称

円
満
徳
号
勧
専
称
・
・「
円
満
の
徳
号
」
は
、
功
徳
の
円
満
し
て
い
る
本
願
他
力
の
名
号

の
こ
と
で
、
も
っ
ぱ
ら
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称
え
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
を
詠
ま
れ
ま

し
た
。
つ
ま
り
浄
土
門
で
あ
り
ま
す
。 

●
三
不
信

三
不
信

三
不
信

三
不
信
とととと
三
信
三
信
三
信
三
信
・
・
三
不
信
は
曇
鸞
大
師
『
往
生
論
註
』
の
「
称
名
念
仏
し
て
も
、
往

生
を
得
ら
れ
な
い
も
の
が
い
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
一
つ
に
は
信
心
が
深

く
な
い
、
二
つ
に
は
阿
弥
陀
仏
一
仏
に
ま
か
せ
き
っ
て
い
な
い
、
三
つ
に
は
阿
弥
陀
仏
一

仏
以
外
の
も
の
を
た
の
み
に
す
る
心
が
混
じ
っ
て
、
信
心
が
一
貫
し
な
い
、
こ
れ
ら
が
三

不
信
で
、
自
力
の
信
心
の
こ
と
を
さ
し
て
い
ま
す
。
曇
鸞
大
師
の
三
不
信
を
受
け
て
道
綽

禅
師
は
懇
ろ
に
三
信
を
説
き
、
他
力
真
実
の
信
心
の
相
を
示
さ
れ
ま
し
た
。 

●
正
法
正
法
正
法
正
法
・
・
仏
法
（
教
）
と
そ
れ
を
実
践
す
る
行
と
さ
と
り
（
証
）
が
具
わ
っ
た
時
代
。 

 

像
法
像
法
像
法
像
法
・
・
教
と
行
は
あ
る
が
さ
と
り
は
完
成
で
き
な
い
時
代
。 

 

末
法
末
法
末
法
末
法
・
・
教
だ
け
し
か
な
い
時
代
。 

 

法
滅
法
滅
法
滅
法
滅
・
・
す
べ
て
が
な
く
な
り
、
仏
法
が
滅
び
尽
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。 

親
鸞
聖
人
は
『
教
行
信
証
』
で 

「
い
ま
、
ま
こ
と
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
聖
道
門
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
は
、
釈
尊
の
在

世
時
代
と
正
法
の
時
代
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
像
法
や
末
法
や
法
滅
の
時
代
と
そ
の

人
々
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
す
で
に
そ
れ
は
時
代
に
あ
わ
ず
、
人
々
の
資
質
に
背
く

も
の
で
あ
る
。
浄
土
の
真
実
の
教
え
は
、
釈
尊
在
世
の
時
代
に
も
、
正
法
や
像
法
や
末
法

や
法
滅
の
時
代
に
変
り
な
く
、
煩
悩
に
汚
れ
た
人
々
を
同
じ
よ
う
に
慈
悲
を
も
っ
て
導
い

て
下
さ
る
の
で
あ
る
」
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
（
現
代
語
版
五
二
九
頁
） 

●
一
生
造
悪
値
弘
誓

一
生
造
悪
値
弘
誓

一
生
造
悪
値
弘
誓

一
生
造
悪
値
弘
誓
・
・
現
在
は
末
法
の
時
代
で
あ
り
ま
す
。
五
濁
悪
世
の
世
に
生
ま
れ

て
、
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
悪
を
造
っ
て
い
く
私
た
ち
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
（
す
べ

て
の
人
々
を
平
等
に
救
う
）
に
依
ら
な
く
て
は
救
わ
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。    



道
綽
禅
師
は
念
仏
生
活
を
続
け
ら
れ
、
世
の
人
々
を
感
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
行

化
他
（
じ
ぎ
ょ
う
け
た
＝
自
ら
の
た
め
に
仏
道
修
行
し
、
得
た
も
の
を
他
に
教
化
す
る
こ

と
）
の
生
活
を
続
け
た
後
、
唐
の
貞
観
十
九
年
（
六
四
五
年
）
、
玄
中
寺
に
お
い
て
ご
往
生

に
な
り
ま
し
た
。
八
四
歳
で
あ
り
ま
し
た
。 

                       

◆◆◆◆
先
月
先
月
先
月
先
月
のののの
報
告
報
告
報
告
報
告
◆◆◆◆    

八
月
十
五
日
（
月
）
十
八
時
よ
り
西
光
寺
本
堂
に
て
盂
蘭
盆
会
法
要
を
厳
修
致
し
ま
し

た
。
先
人
の
方
々
を
偲
ば
せ
て
頂
き
な
が
ら
阿
弥
陀
経
の
お
勤
め
・
お
焼
香
を
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
八
月
十
五
日
は
終
戦
記
念
日
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
政
府
は
『
戦
没
者
を
追

悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
日
』
と
し
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
を
主
催
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
過
去
の
さ
ま
ざ
ま
な
い
の
ち
の
う
え
で
今
と
い
う
命
を
生
き
て
い
る
こ
と
を

決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
日
を
重
々
し
く
受
け
と
め
、
皆
さ
ん
で
お
参
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
盂
蘭
盆
会
法
要
の
際
に
由
来
な
ど
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
に
、

こ
の
「
八
月
十
五
日
」
さ
ん
と
い
う
名
字
の
方
が
お
ら
れ
、
何
と
読
む
の
か
と
い
う
質
問

を
い
た
し
ま
し
た
。「
は
ち
が
つ
じ
ゅ
う
ご
に
ち
」
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
答
が
出
な
か

っ
た
の
で
こ
こ
で
報
告
し
ま
す
。
日
本
に
は
、
昔
か
ら
季
節
の
行
事
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
の
「
お
月
見
」
は
、
現
在
で
は
九
月
に
行
わ
れ
（
そ
の
年
に
よ
っ
て
日
は
変
わ
り

ま
す
が
）
も
と
も
と
は
旧
暦
の
八
月
十
五
日
に
行
う
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
お
月
見
の

こ
と
を
「
中
秋
の
名
月
」
と
呼
び
ま
す
。
八
月
十
五
日
は
「
中
秋
の
名
月
」
で
す
。
そ
の

中
秋
を
訓
読
み
し
て
「
な
か
あ
き
」
さ
ん
と
読
む
そ
う
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
「
あ
き

な
か
」
さ
ん
と
読
む
こ
と
も
あ
る
と
か
。
以
上
で
す
。 
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◆◆◆◆
十十十十
・・・・
十
一
十
一
十
一
十
一
月月月月
のののの
行
事
行
事
行
事
行
事
◆◆◆◆    

    

・・・・
十十十十    

月月月月 
 

 
 

 
 

 
 

一一一一    

日日日日
（（（（
土土土土
））））    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

仏
教
婦
人
会
報
恩
講

仏
教
婦
人
会
報
恩
講

仏
教
婦
人
会
報
恩
講

仏
教
婦
人
会
報
恩
講    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
一
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
光
寺
本
堂 

        

・・・・
十
一
月

十
一
月

十
一
月

十
一
月    

二
十
三
日

二
十
三
日

二
十
三
日

二
十
三
日
（（（（
水水水水
・・・・
祝祝祝祝
））））    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

報
恩
講
法
要

報
恩
講
法
要

報
恩
講
法
要

報
恩
講
法
要    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
二
時
・
午
後
七
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
光
寺
本
堂 

  

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派    

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山    

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺    

大
阪
府
茨
木
市
西
河
原
一
―
七
―
二 

 
 
  

電
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九
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